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調 査 項 目      

 

１ 議員定数・議会構成等について 

 

２ 本会議及び予・決算審査の委員会運営について 

 

３ 住民参加等の議会機能の強化に係る取組について 

 



高山市議会の主な特徴 
 

本会議における質疑・質問 

□質疑・質問の形態 

・質疑：人数・時間ともに制限なし。ただし、発言回数は５回以内 

（委員会付託案件は３回以内）としている。 

・一般質問：質問する議員一人の持ち時間は質問のみで40分とし、答弁の時間は 

含まない。 

  ・質疑、一般質問ともに一問一答制を採用している。 

□傍聴者への対応 

・令和５年度より市内の小学校１校（約110名）が６月定例会の一般質問の 

傍聴を行っている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予算・決算の審査方法 

□予算・決算審査委員会の設置形態 

・全議員をもって構成する予算決算特別委員会を設置し、審査を行う。 

・事前通告は行っておらず、人数・回数・時間の制限は設けていない。 

・予算審査・決算審査のある３月・９月定例会においてはそれぞれ３日間開催し、 

 予算・決算審査のない６月・12月については、１日間の開催としている。 

 

 

 

 

 

 

 



住民参加等の議会の機能強化に係る取組  

・平成の市町村合併により日本一広大な市となり、議員定数や議会機能について 

協議するため、「議会改革に関する特別委員会」を設置 

・その後、平成23年３月定例会において議会機能強化の取組等を定めた議会基本条例 

を議決し、議会基本条例に基づき様々な取組を実施 

・平成27年には議会基本条例推進協議会を設置し、議会の身分・待遇、議会活動の 

評価、議会の体制等について議論を継続して行っている。 

 

□民意の吸収や政策ニーズの情報収集 

・広報広聴委員会の設置 

・地域別市民意見交換会、分野別市民交換会の開催 

 （地域のほか、教育、福祉等の団体と意見交換を行う） 

・ちいきミライ箱の改善 

・議会モニター制度の本格運用 

・高校生との意見交換会 

 （意見発表や意見交換の中から政策課題を抽出し政策に反映） 

 

□行政執行の監視や政策の評価・検討 

・総合計画、基本計画の議決事件への追加 

・常任委員会委員の任期変更 

 （１年→２年に変更） 

・委員間討議の運用 

 

□議会独自の視点での政策の調査・立案 

・政策提言の実施 

（常任委員会による２年間の調査研究結果を政策提言として取りまとめ） 

・政策討論会の実施 

  



高山市議会での質疑応答 

 

住民参加等の議会機能の強化に係る取組について 

 

質問：  理事者側の反問権があると思うが、使われたことがあるのか。 

回答：  使われたことはないが、理事者側が「こういうことですよね？」と確認しながら反問

せずに対応することはある。 

 

質問：  意見交換会に関連した政策形成サイクルについて、市民との意見交換をしたもの

が全会一致になるケース、ならないケースや、どういった意見が出てそれが提言に

つながっていくのか等のイメージがあれば教えてほしい。 

回答：  一回の意見交換会で数百の意見がでるが、まず一度広報公聴委員会で整理し

常任委員会に振り分けている。 

それを各常任委員会で確認しながら緊急性の高さ、重要性、回答の必要性等を

基に振り分けていく。その中でより重要度が高いと判断されたものが提言につながる

可能性が高いものであり、改めて調査研究や市民と意見交換を行い提言につなげ

ていくという形になっている。 

そのため意見としていただいたものは何らかの形で対応を行う仕組みとなっており、

ある程度は意見を網羅できているのではないかと考えている。 

 

質問：  議会基本条例を作り、それを踏まえ議会として市に対し政策を提言していくという

取組について、何が始まりでこの取組にいたったのか経緯を教えてほしい。 

回答：  議会では監視機能とともに政策立案も重要な機能だと立ち返った中での話だと

認識している。しかし、うまくいかないことばかりであり、改選のたびに取組方法を整

理することの繰り返しである。ただ札幌市では規模感が違うため政策提言に至る道

筋も異なると思うが、我々の規模感だと24人の全会一致であればやれなくもないと

いう中で政策提言をしてきたところ。 

 

質問：  意見交換会等に関する費用について費用弁償のうえで実施しているのか 

回答： 費用弁償はしていない。割り当てられている政務活動費のほとんどが移動

費と宿泊費となっている。 

 

 

 

 

 



質問：  市民の代表として議会に送られ、地域の声を自らの足で拾って政策に結び付ける

こととは別に市民の声を聴く場を設けることがいいと考えているか。意見交換会を複

数開催すると参加する方が固定化されることもあると思うが考え方や手法について

率直な意見があれば教えてほしい。 

回答：  手法は変えていく必要があると思っている。市民意見交換会等は議会としての活

動であり議員としての活動とは別のものと考えている。また、参加する人が固定化し

ていくことから、分野別政策懇談会を取り入れたり、市民意見交換会も通年開催に

して市民が手を上げやすい状況を作る、市民が集まるところに伺う等の改善を今年

度も含め随時図っているところ。取組方法については常に進化させる必要があると

考えている。 

 

質問：  市民から上がった声をどうやって政策に生かすかということは、長いスパンで考え

ると市民と議会をどうつなぐか、市民に議会にどう参加してもらうか、そしてみなさん

に議員になってもらうかという議論につながることであり、政党として意見を聞いたり

分野別で聞かれたことにお答えする機会はあるが、超党派で議会としての活動とし

てやることが大事だなと感じたところ。先ほどの話で高校生の問題ではアウトリーチ

の形になったという話があったり、小学生の職場体験に議会も参加したということだ

が、そのあたりを詳しく付け加えることかあれば教えてほしい。 

回答：  僕らは有権者だけでなく、未来に地域をつないでいくということも大事な役割のた

め、学生の意見を直接聞けるような機会にもスポットを当ててきたところ。学生は純

粋で素晴らしい意見を言ってもらえるし、議員にとって気付きも与えてくれる。 

あるいはこれが主権者教育の一環となったとき、例えば出前講座が実現するの 

であれば、彼らの中から議員になる方も生まれる可能性もあるということが重要では

ないかと考えている。いつ効果が出るかわからないが、やらないよりやった方がいい

と考えているので、子どもを対象にした議会との接点づくりはいろいろと模索してい

きたいと思っている。札幌は大きい市のため行政と対峙することは難しいかもしれな

いが、私たちはそれが初めてできるようになったときに行政側が議員個人ではなく議

会として相手してくれるような効果も感じるところ。 

 

質問：  飛騨高山は、主に高山市、飛騨市、下呂市に分かれているが、市民意見の交換

に関し、他市との連携や情報交換を行っているか。 

回答：  広域連携の話で言うと高山周辺には飛騨市、下呂市、そして白川村があるが、普

段から３市１村として議員研修会があり、その場で意見交換等はある。 

しかし、市民の意見聴取等については、特段広域連携としてやっていくという機会

が現状はない。 

  

質問：  市民の声を聴きに行くという姿勢を踏まえ、政策決定に向け市民参加を進めたと



きに、肌感覚として市民参加する人が増えていると感じるかどうか教えてほしい。具

体例があれば、例えば請願陳情が増えただとか、分野別説明会も様々な産業・分

野が自分たちの声も聴いてほしいという声があるだとか何か目に見えて出てきた具

体例はあるか。 

 

回答：  市民参画が活発になったかどうかというとわからない。やってなかったらもっとひど

かったかもしれないし、やっていたからこうだと数値化したものもあるわけではなく、肌

感覚としてはわからない。ただ、継続しなければそのチャンネルを消すことになってし

まうので、おそらくもっとない状態になったのではないかと感じている。 

来年市長部局が自治基本条例を策定する予定で、行政のスタンスが明確になる

と思うが、市民がいつでも声を発信できるという受け皿づくりという意味においては重

要なことだと思うので、それが市民意見が活発化したかと問われると自信はないとこ

ろがあるが、効果があったと信じているところ。 

証拠となるのかわからないが、分野別の話だと、詳細な話をやり合うので実りのあ

る回が多い。来てくれよと言われることもあるし、委員会の委員があそこでやろうよと

いうこともある。議員個人でのやりとりや手柄取りをするわけでなく委員会として動い

て委員会として課題を共有し、もしうまくいけば提言していくという流れがあるので、

事業者や組合からすれば一つの道筋になるのではと思うところもあるし、ある程度手

ごたえも感じているところ。 

 



伊勢市議会の主な特徴 

本会議における質疑・質問 

□質疑・質問の形態 

・各定例会とも議案質疑と一般質問を行い、会派代表質疑、会派代表質問も可能と 
している。 

・質問形式は一問一答制（最初は総括質問、再質問以降は一問一答方式）で質問席か

ら質問を行う。 
・代表質問の範囲は特に制限していない。 

□発言時間等の制限 

・質疑：人数・発言回数ともに制限なし。 

ただし、発言時間は答弁を含め60分と 

している。 

□主な答弁者 

・冒頭の答弁は市長、教育長及び病院事業管理者 

が行い、再質問の答弁は各部長が行う。 

 

 

予算・決算の審査方法 

□設置形態 

 ・議長を除くすべての議員（予特）、議長・ 

監査委員である議員を除く議員（決特）が参加 

・常任委員会単位の３つの分科会に分けて審査 

 ・審査日数はおおむね７日間で、会期中に審査 

結果を報告 

 ・各分科会ごとに２日間開催 

 ・特別会計及び企業会計は、所管の常任委員会 

に審査付託 

□説明員出席者及び主な答弁者 

・分科会には市長、副市長、教育長、病院事業 

管理者、審査対象の部・課長が出席し、 

答弁は主に課長が行う。 

 

 

 

 

 



住民参加等の議会の機能強化に係る取組 

・議会改革について調査・研究するため、平成22年に「議会改革に関する特別委員 

会」を設置（委員６人で構成） 

・その後、新たに市民に開かれた議会のあり方についての調査を行うため、議長を除

く全議員をもって構成する「議会のあり方調査特別委員会」を設置 

・そのなかで「政策等検討分科会」「広報広聴検討分科会」「議会ICT検討分科会」の

３つの分科会を設けて、専門的に協議 

 

今までの取組 

□議会の機能強化 

・議員研修会の年２回の実施 

・施策に対するチェック機能の強化 

（主要な事業に関し、年度途中に事業の進捗 

状況及び予算の執行状況の報告を受ける） 

・政策立案及び政策提言実施要綱の制定 

 

□情報の公開と共有 

・委員会・会派視察についての情報共有 

・議員ホームページの充実 

（議案等に対する議員の賛否、議長公務日誌等を議会ホームページへ掲載） 

 

□市民参加の促進 

・議会報告会・意見交換会の開催 

 （自治会役員等を対象に決算審査の説明や意見交換を実施） 

・高校生議会の開催 

（市内の高校生を対象に模擬議会を体験） 

・議会ツアーの開催 

 （市内在住もしくは通勤通学する方を対象に議会の役割・仕組み等を説明） 

 

 



伊勢市議会での質疑応答 

 

住民参加等の議会機能の強化に係る取組について 

 

質問：  小学生の議会ツアーについて、特定の小学校が見学しているような印象を受ける

が、幅広く各校に募集するようなことは考えているのか。 

 

回答：  議会ツアーの広報は HP や広報誌で行っており、小学生に限らず伊勢市に在住

する方や通勤通学している方も対象としているところ。学校のほかにも NPO 法人や

老人会等からの申し込みもあるが、やはり学校からの募集が多い状況。その学校か

らの申し込みもリピーターが多いところではあるが、学校間で話題に上がり伊勢市 22

校中 10 校が参加するなど、その中でも広がりは見せているところ。引き続き議会ツ

アーの広報を行い、参加者を増やしていきたいと考えている。 

 

質問：  議会ツアーは学校単位、子ども単位が多いと感じるが、子供たちから出てきた意

見を市政に反映していく仕組みや実績があるのか。札幌市でも７年位前から子ども

議会を行っており、１年単位でワークショップを行い、子どもが意見を集めて市長に

発表するという仕組みがあるが、子どもの意見を具体的に形にできたかというとなか

なか難しいところがあり、何か取り組んでいることがあれば教えてほしい。 

 

回答：  議会ツアーの方は要望について具体的に対応するという形はとっていないが、高

校生議会の方では思っていることや要望に近いことについて発言がある。高校生議

会には市長も同席しており、答弁については当局とも相談しているところ。その中で

は高校生があげた要望について、叶ったものもあると考えている。 

 

質問：  子どもの議会参加に関して、その声を生かしてしていくのが役割なのかなと思うが、

その声を議会が生かしていくという課程が子どもたちやその家族に見ていただくとい

うところも大事だと思うが、見学後の取組等をしていたり、する予定はあるか。 

 

回答：  議会のありかた調査特別委員会の活動の中で、それぞれの行事をどう変えていく

か、違うものに変えていこうと毎年検討をしているところ。本来ならいただいた意見を

まとめ政策提言できればいいが、まだそこまで至ってないのが現状。 

 

質問：  議会報告会について、市民の質問に縛りをかけるのも難しくだんだん市政課題で

はなく国の政策等の話になっていくというご苦労があると話があったが、まずはやるこ

とが大事なんだろうと思ったところ。対応している議員は会派や政党単位なのか議



会としてやりとりするのか。 

 

回答：  議会報告会になるので、政党色は出さないようにしている。また、いろんな要望も

あがるが執行権はないので要望として受けるような状況。政党の要望を聞く活動は

政党として行っているので、議会報告会とは異なっている。 

 


































































































































